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2026年度 下伊那支部 青年部委員 

 

 

 

協議題 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪部 長≫ 正木 あゆみ（ 鼎中 ） 

≪副部長≫ 井出 尚也 （ 松川中 ） 

≪会 計≫ 阿部 諒太 （ 高陵中 ） 

≪教 育≫ 植松 俊太郎（ 丸山小 ） 

≪文 化≫ 伊藤 択真 （豊丘北小）岩下 あみ（旭ヶ丘中） 

≪情 宣≫ 西澤 航平  （ 下久堅小 ） 

 

スローガン（案） 

 

 多くの仲間で支え合い、スポーツ文化活動を盛り上

げ、出会いや交流の場を広げよう。 

 

 子どもたちの健やかな成長のために、保護者とともに

地域に根ざした教育をすすめ、青年教職員の教育実践力を

高めよう。 

 

 青年教職員がゆとりと希望をもって働き、安心して生

活できるための要望を訴え、権利を守る活動をすすめよ

う。 

 

 初任者研修制度については「実施要項」が守られると

りくみをし、対象教職員を支えよう。 

 

 すべての戦争に反対し、「教え子を再び戦場に送らな

い」の誓いのもと、平和教育をおしすすめよう。 
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協議題 2 

2025年度 青年部活動のあゆみ 
(１)青年部代議員会、青年部定期大会 
 昨年度の青年部代議員会はオンラインで実施した。１年間の青年部活動計画案の承認や、各職場の実

態アンケート調査を行った。青年部定期大会は昨年度と同じく書面議決で行った。 
 

(２)下伊那青年部独自企画 

１．バレーボール大会(10月) 

昨年度は、10/11(土)に青年部バレーボール大会を開催した。１つひとつのプレーに対して同じチーム以

外の人たちから賞賛・励ましの声かけや拍手が随所で見られたり、試合終了時にはお互いのチームをたた

え合う握手が自然に行われたりと、バレーボール大会が職場内や様々な職場間の「交流の場」としての役

割を担っていた。昨年度は「がんばリーグ」と「まったリーグ」の２リーグ制にして実施したことに加え、

姉妹校での申し込みを可能とし、計 17チーム参加していただいた。 

２リーグ制での実施、姉妹校での参加申し込みにより、多くの先生方に安心して楽しんでいただけると

思うので、来年度も多くの先生方に参加していただき、職場間の交流を深めていただきたいと考えている。

また、安心・安全に取り組めるよう、保険に関することも事前に各校へ周知していきたい。 

 

〇参加者からの声 

「『バレーボール大会があるから練習しましょう。』と伝えて練習ができたことで、職場の親睦が深ま

りました。ありがとうございました。」 

「みんなでボールを必死に追いかけ、繋ごうとする先生方の姿に感動しました。」 

「たくさんの先生方と交流ができてよかったです。勝っても負けても楽しい試合でした。」 

 

 

２．バドミントン大会(１月） 

 昨年度は 1/17(土)に飯田東中学校・丸山小学校を会場に開催。76 名の先生方に申し込みをしていただい

た。当日はがんばリーグとまったリーグの２リーグに分け、先生方がそれぞれの楽しみ方ができるように

した。また今回は各リーグの優勝・準優勝チームに景品を用意し、大会が終わった後も楽しんでもらえる

ように企画した。2019 年度の第２回青年部代議員会の際に、バドミントン大会とボウリング大会を隔年で

実施していくとの議決があったため、本年度はボウリング大会を実施する計画だったが、近年の参加者数

や参加者のご意見等を鑑み、バドミントン大会を毎年開催する方向で検討している。 

〇参加者からの声 

「他の学校の方とペアを組んで、色々なお話もでき楽しかったです。バドミントンはペアのコミュニケー

ションが必須で、何かしら話すことがあるので、親睦を深めるにはいいなと思いました。」 

「練習できずに参加させてもらいましたが、経験者の方が優しくて、楽しくプレーできました。後半の交

流戦では、他校の先生と一緒にプレーできて、それも楽しかったです。交流戦では、経験者の先生達が試

合してるところを見るのも盛り上がり楽しかったです。」 

３．情報交換会（青リンゴの会） 

 昨年度は、「青リンゴの会」に名称変更し、8月と 12月の 2回開催した。ビンゴ大会を企画し、多くの

先生方に参加していただき、和やかな雰囲気の中、他校の先生方との交流を深める機会にすることができ

た。いろいろな景品を用意し、先生方へ還元することもできた。参加者が増えるように改善を図っていき

たい。 

〇参加者からの声 

「同じテーブルのメンバーと、初対面の方々ばかりでしたが、自然と会話ができる雰囲気で楽しかったで

す。ありがとうございました。」 

「参加者全員分の景品を用意してくださった上に、参加賞にお菓子やお茶までいただいて、とても楽しい

時間でした！最初から狙っていた水族館のペアチケットをゲットできて、次の休みがさらに楽しみになり

ました。本当に素敵な企画をありがとうございました。」 
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(３)一次対策講座 
 2025 年度に行われた第 2 回青年部代議員会において、教採一次対策講座の廃止が議決された。そのた

め、本年度も教採一次対策講座は実施しない。しかし、教員採用試験を受験予定の組合員の皆様に向け、

過去問等を配布するなどして、支えていく。 

 

(４)二次対策講座 
 昨年度は 7/26(土)に二次対策講座を伊賀良小学校で開催した。全体講師の高山和夫先生による講話

と、執行委員や青年部委員が面接官を務め、模擬授業・場面指導を行った。下伊那各地から 15 名の参

加があった。 

〇参加者からの声 

「児童に寄り添う際に目線を合わせるために屈んだり身体を近付けるなどリアルな場面のような言動を

心掛けるように具体的なアドバイスを頂けたことも有難かったです。」 

「当日の緊張感もありつつ、和やかな雰囲気で、具体的なアドバイスを頂き、試験のポイントもわかり

やすく教えていただきました。当日頑張ろう！と気持ちが高まりました。初めて受験される方も、少

し緊張が和らいだ状態で挑めるのでは無いかと思いました。」 

 

 

(５)「ひろば」発行 
  下伊那支部情報誌「ひろば」を数回発行した。下伊那支部で行われた活動をまとめたり、青年部企画

について宣伝をしたりするなど、青年部企画をより知ってもらうために、先生方へ情報を発信した。ま

た、「ひろば」が青年部企画に参加するきっかけになったという声もいただき、「ひろば」が情報発信

としての役割だけでなく、青年部企画をより盛り上げるためにもなった。 

 

 

協議題 3  

バドミントン大会の毎年開催について 
提案理由 2019 年度の第２回青年部代議員会の際に、バドミントン大会とボウリング大会を隔年で実施し

ていくとの議決があった。しかし、近年の参加者数や参加していただいた会員の皆様のご意見等を鑑み、

バドミントン大会を毎年開催する提案をさせていただきたい。 

 

 

 

連絡 
➀下伊那支部青年部公式ラインへの参加のお願い 

 昨年度から下伊那支部青年部では公式ラインを利用して代議員の皆様に情報を発信しています。今後

予定されている青年部の企画について、各職場の皆様に周知していただきたいことも公式ラインでお伝え

します。下の QR コードを読み取り、ご参加をお願いいたします。 

 

 

 


